
 

山形市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進本部懇話会 

 

日時：令和６年１０月２８日（月） 

                      午後１時３０分～午後３時 

場所：山形市役所７階 ７０１ＡＢ会議室 

 

 

 

 

１．開 会 

 

 

    ２．あいさつ 

 

 

    ３．意見交換 

      (仮称)山形市発展計画２０３０の素案について 

 

 

４．その他 

 

 

５．閉 会 

 

 

 



１ 公共交通の活用
２ こどもまんなか
３ ＤＸの推進
４ ＧＸの推進
５ 公民・広域・多機能連携
６ 地域資源の発掘・活用・創造
７ 国土強靭化
８ ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）

（仮称）山形市発展計画２０３０【概要版】 1/2 （案）

■持続可能なまちづくり

■選ばれるまちに向けて

「健康医療先進都市」として、ＳＵＫＳＫ生活の推進
や、関係機関と連携して、健康増進と行動変容に向
けた施策に積極的に取り組んだ結果、市民の健康寿
命は男性女性ともに延伸し、日常的に健康的な生活
習慣が浸透し、皆が生き生きと生活しています。
「文化創造都市」として、地域の多彩な文化を相互
に認め合い、協力しながら継承し発展させています。
また、地域の多彩な文化の本質的な価値を高めると
ともに、文化と他の分野との連携により新しい価値
を創出し、地域の活力と魅力が高まっています。

産業、雇用、医療、教育、文化、スポーツといった都
市機能の維持とそれらをつなぐ公共交通等の都市イン
フラの充実や中心市街地の活性化、子育て政策の充
実、激甚化する災害への対応などに積極的に取り組む
ことで、持続可能なまちが形成され、まちの価値・魅力
がさらに向上しています。

◆計画策定の目的

人々や社会を取り巻く環境が常に大きく変化
している時代にある中、ゴールとなるべき本市
の目指すまちの姿をしっかりと描き、そこから
逆算して取り組むべきことを考えるバックキャ
スティングの視点を持って、計画を策定してい
きます。
目指すまちの姿の起点は、高齢者人口が
ピークを迎え、人口構造の変化により医療・介
護分野における需給ギャップの拡大、老朽化し
たインフラ・公共施設への対応など様々な課題
が顕在化してくるとされる2040年とします。

◆計画策定の考え方

◆計画期間

わが国の人口減少・少子高齢化は急速に進展しており、労働力不足や社会保障費の増大、税収
減少等に加え、社会インフラの老朽化や頻発する自然災害への対応などこれまでにない厳しい局
面を迎えようとしています。一方で、Societｙ５．０を目指すデジタル化の進展や脱炭素化等の動き
も急速に進み、日本社会全体が未来に向けて、大きく変化していくことが予想されます。
このような中、産業、雇用、医療、教育、文化、スポーツといった都市機能の維持とそれらをつなぐ
公共交通等の都市インフラの充実や中心市街地の活性化、子育て施策の充実など各種政策を積
極的に推進し、山形市の都市規模を活かしながら、災害に強く、持続可能なまちづくりに取り組ん
でいく必要があります。市民が将来に希望を持ち、元気で活力のある選ばれるまちを実現するため、
本計画を策定するものです。

「まち・ひと・しごと創生法」の施行を受け、これまで地方創生の取り組みを進めてきました。
地方創生は、まちの創生、ひとの創生、しごとの創生を一体的に推進することであることを踏まえ、本計画にお
いて、２大ビジョンのもと、「Ⅰ まちをつくる」「Ⅱ ひとを育む」「Ⅲ しごとを豊かにする」を政策体系における
テーマとして設定します。これら３つのテーマとそれを支える行政運営に１９の政策分野を位置づけ、顕在化し
てくる課題に対応しながら、２０４０年のまちの姿の実現に向けた施策を推進していきます。また、政策を推進
するにあたっては、市民目線の行政をはじめとする８つの視点を持って進めていきます。

◆計画の位置づけ

本計画は、総合的かつ計画的な市
政運営を推進し、まちづくりの展望を
示す本市の最上位の計画として位置
付けられるものです。
また、まち・ひと・しごと創生法第１０
条に基づく、地方版総合戦略を兼ねる
計画とします。

総
合
計
画

基本計画

個別計画

基本構想

２０４０年のまちの姿

２大ブランドが確立し、まちの向かう方向性がはっ
きりと定まることや持続可能なまちを実現することに
より、山形市のブランド力がさらに高まり、山形に来
たい、山形でサービスを受けたいという「ひと」の流
れができるとともに、山形に住み続けたいという「ひ
と」の定着につながる「選ばれるまち」となっています。

■健康医療先進都市・文化創造都市の確立

私たちは、先人から受け継いだ「山形らしさ」を輝かせ
るため、山形市が持つ地域資源の強みを生かし、「健康
医療先進都市・文化創造都市」の確立に向け、市民・事
業者・行政が一体となり、その歩みを進めています。
これまでの歩みを止めることなく、次世代へ山形らしさ
を継承し、将来にわたって山形らしさを輝かせるため、２
０４０年、「健康医療先進都市・文化創造都市」の都市ブ
ランドを確立させます。

(仮称)山形市発展計画20３0年の取組

健康医療先進都市・文化創造都市を確立し、
選ばれるまちをつくる

令和７年度（２０２５年度）～令和１１年度（２０２９年度）

【イメージ（バックキャスティングとフォアキャスティング）】

人口減少・少子高齢化

担い手不足デジタル化の進展

現在

拡大

自然災害

施策を推進するための視点



（仮称）山形市発展計画２０３０【概要版】 2/2 （案）


